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[bookmark: _Toc122030354]始めに
(最終更新日:2022/12/15)

本資料ではMicrosoft SQL Server を CUIでインストールする方法について解説します。

ウィザード(GUI)による構築は直感的にわかりやすいメリットはありますが、以下のような課題もあります。
・大量の画面キャプチャや押下場所のハイライトなど、構築作業の手順書の作成やメンテナンスが大変
・実際の作業時の手順や証跡管理が煩雑

幸い、SQL Server は構成ファイルやパラメータを使用したインストール法も用意されています。
この機能を使用することで、GUIに比べて以下のような工数の削減が期待できます。
・作業がテキストの貼り付けと実行だけになり証跡の作成が減らせる。
　入力したコマンドや最後に出力される結果ファイルの回収で十分。
・手順書の修正が、コマンドの修正だけで済む

ただし、GUIと比べて準備にはいくつか戸惑った点がありました。
本資料ではこれらについて補足しつつ、構成ファイルとパラメータの作成の流れとその適用までを紹介します。

使用するバージョンはMicrosoft SQL Server2019 を想定して記述しています。
付録としてこれらの作業を支援するスクリプト、Microsoft Azure上に検証環境を構築するスクリプトのサンプル、およびスクリプトを使用して適用までを記録した動画を用意しました。

1. [bookmark: _Toc122030355]構成ファイル作成手順
自動インストールに使用する構成ファイルは、インストール時のコマンドラインパラメータとほぼ同一です。いきなりテキストから作ることもできますが、今回は以下の流れで紹介します。




インストールしない状態で大体2GBくらい使用します。空き容量があまりに少ないとインストールウィザードの途中で容量不足の警告が出て進めなくなってしまうので、注意。

1.1. [bookmark: _Toc122030356]SQL Serverインストーラーの入手

構成ファイルを作る端末でインストーラーを用意します。ここではExpress Editionを例として扱います。

[bookmark: _Toc122030357]ダウンロードセンター
メディアの用意がない場合、ダウンロードセンターよりファイルをダウンロードします。
言語を設定し「ダウンロード」をクリックします。
(下記のリンクは2022年12月13日 現在のものです。) 
Microsoft® SQL Server® 2019 Express
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=101064
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図 2.1‑1 ダウンロードセンター

『SQL2019-SSEI-Expr.exe』

がダウンロードされます。
[bookmark: _Toc122030358]インストールの種類を選択
『SQL2019-SSEI-Expr.exe』
を実行し「メディアのダウンロード」をクリックします。

[image: C:\Users\Kikuy\Documents\コラム\005_SQLServerのスクリプトインストール\インストーラーの作成\SQL Server インストーラー 2022_08_09 16_38_22.png]
図 2.1‑2インストールの種類選択

[bookmark: _Toc122030359]インストーラーのダウンロードを指定
ダウンロードするインストーラーの言語とダウンロード先、パッケージの種類を選択します。
今回はExpress Coreを選択します。 SQL Server Advanced を選択した場合はダウンロードされるファイルとセットアップウィザードの項目が異なります。適時置き換えてください。
[image: C:\Users\Kikuy\Documents\コラム\005_SQLServerのスクリプトインストール\インストーラーの作成\SQL Server インストーラー 2022_08_16 21_37_34.png]
図 2.1‑3インストーラーのダウンロードを指定する

[bookmark: _Toc122030360]ダウンロード完了
指定したフォルダに『SQLEXPR_x64_JPN.exe』 がダウンロードされます。
[image: C:\Users\Kikuy\Documents\コラム\005_SQLServerのスクリプトインストール\インストーラーの作成\SQL Server インストーラー 2022_08_16 21_40_20.png]
図 2.1‑4ダウンロードに成功

	i
	Express Editionと Evaluation Edition で挙動が異なります。Webページからダウンロードされるファイルも似通っているので、例と違う場合は再確認してください (使用は可能です)。

	エディション
	選択
	ファイル

	Express
	Express Core
	SQLEXPR_x64_JPN.exe

	Express
	Express Advanced
	SQLEXPRADV_x64_JPN.exe

	Express
	Local DB
	SqlLocalDB.msi

	Evaluation
	ISO
	SQLServer2019-x64-JPN.iso

	Evaluation
	CAB
	SQLServer2019-x64-JPN.exe
SQLServer2019-x64.box




	i
	ウィザードを使用せず、コマンドラインでこれらをダウンロードすることも可能です。/HELPオプションを付けて実行することで確認できます。



1.2. [bookmark: _Toc122030361]インストーラーの展開と起動

今回のようにExpress Edition の場合、既定では構成ファイルが作成されないウィザードが開始されるので以下のように実行します。
SQLEXPR_x64_JPN.exe /UIMODE=Normal /ACTION=INSTALL

[image: ]
図 2.2‑1ExpressCore用インストーラーの起動コマンド

「展開されたファイルのディレクトリの選択」画面でOKを押します。
[image: C:\Users\Kikuy\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\インストーラー起動コマンド2.png]
図 2.2‑2展開されたディレクトリの選択

「SQL Server 2019セットアップ」が開始されます。[ライセンス条項」の画面が出てしまった場合は実行ファイルを確認してください。

実行するとファイルの展開後にSetup.exeが起動して、「SQL Server 2019セットアップ」が起動します。

左ペインの下の方に「インストールの準備完了」があることを確認します。ない場合はコマンドラインが正しく認識されていない可能性があります。

[image: C:\Users\Kikuy\Documents\コラム\005_SQLServerのスクリプトインストール\構成ファイルの作成\セットアップ1_プロダクトキー.png]


	i
	コマンドラインを指定しなかった場合は「SQL Server インストールセンター」が起動します。
左ペインにあるインストール > 右ペインの「SQL Server の新規スタンドアロンインストールを実行するか、既存のインストールに機能を追加」をクリックすると「SQL Server 2019セットアップ」に進めます。

Express Editionの場合、この画面からインストールを開始した場合、構成ファイルの作成と確認ができる「インストールの準備完了」画面がありません。
Express Edition以外の場合はインストールの準備完了画面があるウィザードになります。
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1.3. [bookmark: _Toc122030362]セットアップウィザードで設定を作成する
セットアップウィザードを進めていきます。
ここで入力する内容で構成ファイルが作成されます。

[bookmark: _Toc122030363]プロダクトキー
選択、または入力して [次へ] をクリックします。

	i
	プロダクトキーは構成ファイルに保存されません。構成ファイルを直接編集するか、コマンドラインで指定します。




図 2.3‑1プロダクトキー

[bookmark: _Toc122030364]ライセンス条項
「ライセンス条項と次に同意します」にチェックを入れて [次へ] をクリックします。

	i
	ライセンス条項に同意しても、構成ファイルには記録されません。構成ファイルを直接編集するか、コマンドラインで指定します。



[image: C:\Users\Kikuy\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\セットアップ2.png]
図 2.3‑2ライセンス条項

[bookmark: _Toc122030365]Microsoft Update
[次へ]をクリックします。


図 2.3‑3MicrosoftUpdate
[bookmark: _Toc122030366]製品の更新プログラム
[次へ]をクリックします。

図 2.3‑4製品の更新プログラム

[bookmark: _Toc122030367]インストール ルール
[次へ] をクリックします。

図 2.3‑5インストールルール

[bookmark: _Toc122030368]機能の選択
必要な機能にチェックを入れ、[次へ]をクリックします。
この端末に存在しないパスなどは指定できないので、仮のパスを指定しておきます。


図 2.3‑6機能の選択

	i
	この端末に存在しないドライブレターを指定したり、容量不足などの問題がある場合はエラーが発生して先に進めません。こういったパスを使う必要がある場合、ここでは仮のパスを指定してあとから構成ファイルを編集します。
一時的に「ディスクの管理」から仮想ドライブを作って、そこに目的のドライブレターを指定することで回避することもできます。可変容量にすれば容量の問題も解決できます。
[image: ]



[bookmark: _Toc122030369]インスタンスの構成
設定して[次へ]をクリックします。

図 2.3‑7インスタンスの構成

	i
	Express Editionの既定値は「名前付きインスタンス：SQLExpress」です。「既定のインスタンス」を選択すると「MSSQLSERVER」になり、これはその他のバージョンの既定値になります。



[bookmark: _Toc122030370]サーバーの構成
同様に設定していきます。設定は導入するサーバーから見た値で、設定できないならば仮のものを入れます。

サービスアカウント
この端末に存在しないアカウントは指定できないので、仮のアカウントを指定しておきます。


図 2.3‑8サービスアカウント

	i
	端末にないアカウントを指定するとエラーとなるので、仮のアカウントを入れて、あとから構成ファイルを修正します。
また、パスワードを入力しても構成ファイルには含まれません。構成ファイルを修正するか、インストールコマンドのパラメーターとして設定します。
これらは他の設定項目でも同様です。
[image: ]



照合順序
照合順序を指定して [次へ] をクリックします。


図 2.3‑9照合順序

[bookmark: _Toc122030371]データベースエンジンの構成
こちらも同様に設定していきます。

サーバーの構成
認証モードとSQL Server 管理者の設定を行います。
SQL Server 管理者はこの端末のものしか入力できないので仮に入力します。
混合モードにした場合に入力するパスワードは、複雑さ要件を満たす適当なものを入れておきます。これも構成ファイルには反映されません。


図 2.3‑10サーバーの構成

データディレクトリ
同様に設定していきます。


図 2.3‑11データディレクトリ

TempDB

図 2.3‑12TempDB

メモリ


図 2.3‑13メモリ

ユーザーインスタンス

図 2.3‑14ユーザーインスタンス

FILESTREAM

図 2.3‑15FILESTREAM

いずれかのタブで「次へ」をクリックすると、機能構成ルールの評価が行われ「インストールの準備完了」に進みます。

[bookmark: _Toc122030372]インストールの準備完了
インストールの準備完了画面が表示されれば、構成ファイルが出来上がっているはずです。
「構成ファイルのパス」をエクスプローラーに張り付けると、メモ帳等で構成ファイルが開けるはずです。
このファイルを保存したら、「キャンセル」をクリックしてウィザードを終了します。

インストールの準備完了
[image: C:\Users\Kikuy\Documents\コラム\005_SQLServerのスクリプトインストール\構成ファイルの作成\セットアップ11_インストールの準備完了.png]
図 2.3‑16インストールの準備完了

構成ファイル

図 2.3‑17構成ファイルのパス

図 2.3‑18作成された構成ファイル

キャンセルをクリックした後、「はい」をクリックします。

図 2.3‑19セットアップのキャンセル

2. [bookmark: _Toc122030373]構成ファイルの編集とコマンドの準備

出来上がった構成ファイルはテキストファイル (ini ファイル) です。メモ帳などで開いて編集します。またパラメータは基本的に構成ファイルとコマンドラインの両方で指定ができます。一部注意が必要なパラメータは後述します。

コマンドパラメータで指定した方が優先される傾向があるので、構成ファイルにはよく使う共通のパラメータを入れておき、カスタマイズしたいところや平文だとセキュリティ上好ましくないもののみコマンドラインパラメータにするといったことができます。

構成ファイルのエンコードについての公式の資料は見当たりませんが、実際に作られた構成ファイルはBOMつきのUTF-16でした。

[bookmark: _Toc122030374]パラメータの確認法
Setup.exe /help
のように実行することで確認できます。
[image: ]
図 2.3‑1コマンドラインパラメータ

以下のページにもパラメータの一覧があります。ユースケース別に必須かどうかといった記述もあるので参考にしてください。

コマンド プロンプトからの SQL Server のインストール
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/database-engine/install-windows/install-sql-server-from-the-command-prompt?view=sql-server-ver16

[bookmark: _Toc122030375]注意が必要なパラメータ
コマンドラインインストール時に注意が必要なパラメータがいくつかあります。以下にそのまま構成ファイルを入力にした際に引っかかりそうなパラメータをいくつか紹介します。

	設定
	概要

	/CONFIGURATIONFILE
	構成ファイルを指定する。これはコマンドラインに指定が必要。

	QUIET
	完全サイレントモードでのインストールを行う。QuietSimpleと排他で、どちらか一方が必要。

	QUIETSIMPLE
	進捗のみ表示する。Quietと排他でどちらか必要。
ACTION="Install" も同時に指定したときのみ有効。

	ACTION
	Install を指定すること。

	IACCEPTSQLSERVERLICENSETERMS
	ライセンス条項に同意する。指定しないと失敗する。

	UIMODE
	ユーザー インターフェイスの動作を制御するパラメーター。
ウィザードで作成した場合これが構成ファイルに残っているので、QUIET/QUIETSIMPLE指定する場合は削除またはコメントアウトすること。

	PID
	プロダクトキー。
指定されていない場合はEvaluation/Expressが使用される。

	(～ACCOUNTなどアカウント系)
	インストール先で使用できるアカウントが指定されていること。
ローカルアカウントであれば、生成した構成ファイルの「コンピュータ名\」の部分を削除しておくと汎用化できる。



QUIETとQUIETSIMPLEはコマンドラインでは /Q と /QS になります。
両方指定するとエラーになるのですが、例えば構成ファイルでQUIET、コマンドラインで/QSと指定した場合もエラーになってしまいます。
セットアップに使用する実行ファイルによっては構成ファイルの QUIET/QUIETSIMPLE が無視されることもあるので、いっそコメントアウトしてコマンドラインで明示するといったことも検討します。

また構成ファイルのコメントに使用する "; " は、行頭以外では使用しないのが無難です。
例えば「ACTION="INSTALL" ; コメント」のように末尾に置いた場合、行全体が無視されるようです。

[bookmark: _Toc122030376]アカウント関連のパラメータ
構成ファイルを作成する端末にないアカウントを指定したり、既定のシステムアカウント以外を指定する場合はこれらの設定が必要です。

機能がそもそもない、または使用しない場合は指定不要です。以下によく使うパラメータを紹介します。

サービスアカウント
	パラメータ
	概要

	SQLSVCACCOUNT
	SQL Server サービスのアカウント。GUIでは「SQL Server データベース エンジン」に相当。
ドメイン\ユーザーまたはシステム アカウント。
例：
NT Service\MSSQLSERVER
MyDomain\MyAccount

	SQLSVCPASSWORD
	SQL Server サービスのアカウントのパスワード。システムアカウント以外を指定したなら必要。

	AGTSVCACCOUNT
	SQL Server エージェント サービスのアカウント。

	AGTSVCPASSWORD
	SQL Server エージェント サービスのアカウントのパスワード。

	ASSVCACCOUNT
	Analysis Services サービスが使用するアカウント。

	ASSVCPASSWORD
	Analysis Services サービスが使用するアカウントのパスワード。

	ISSVCACCOUNT
	Integration Servicesサービスが使用するアカウント。

	ISSVCPASSWORD
	Integration Servicesサービスが使用するアカウントのパスワード。



認証モード
	パラメータ
	概要

	SECURITYMODE
	Windows認証または混合認証を選択します。省略した場合の既定値は "Windows" 。混合認証なら "SQL"を指定します。

	SAPWD
	混合認証を指定した場合に使用する、SAアカウントのパスワード。Windows認証なら指定不要。

	SQLSYSADMINACCOUNTS
	SQL Server のシステム管理者として準備する Windows アカウント。ユーザー名や、ドメイン名\ユーザー名。
パスワード不要。



[bookmark: _Toc122030377]更新プログラム関連
インストール時に任意のSPやCUを当てることができます。
UpdatePathには、ダウンロードした SQLServer2019-KB….exe のあるフォルダを指定します。

Microsoft SQL Server の最新の更新プログラム
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/database-engine/install-windows/latest-updates-for-microsoft-sql-server?view=sql-server-ver16


	パラメータ
	概要

	UpdateEnabled
	更新するなら指定する。

	UpdateSource
	SQL Server セットアップが更新プログラムを取得する場所を指定する。
"MU"
→Microsoft Update/ Window Server Update Servicesを検索。既定。

更新プログラムを入れたフォルダ パス 
→ 絶対パス、相対パス、UNC共有パスタ使用可能。

UpdateEnabledと合わせて使う。



[bookmark: _Toc122030378]インストールで実際に使用された構成について
構成ファイルのパラメータは、インストール時に指定したコマンドラインやほかの優先されるパラメータによって上書きされることがあります。

実際にどのようなパラメータが使用されたのかは、インストール後のログのSummary.txtや yyyyMMdd_HHmmss のフォルダの中にあるConfigurationFile.iniを参照します。

ログは、SQLServer2019の既定あれば以下のパスにあります：
C:\Program Files\Microsoft SQL Server\150\Setup Bootstrap\Log

3. [bookmark: _Toc122030379]導入

以下のいずれかの資材を適用先のサーバーに配置し、実行ファイルにオプションを指定して実行することで導入が開始されます。

実行ファイルにコマンドライン「/CONFIGURATIONFILE="構成ファイルのパス"」を追加し、必要に応じて不足/上書きするパラメータを追加します。

	エディション
	メディア作成時に選んだ選択肢
	資材

	Express
	Express Advanced
	SQLEXPRADV_x64_JPN.exe

	Express
	Express Core
	SQLEXPR_x64_JPN.exe

	Evaluation
	ISO
	SQLServer2019-x64-JPN.iso の中身

	Evaluation
	CAB
	SQLServer2019-x64-JPN.exe
SQLServer2019-x64-JPN.box
の二つ

	その他
	―
	上記Exeを実行した際に出る「展開されたファイルのディレクトリの選択」画面で指定したフォルダの中身。
実行ファイルは setup.exe。




インストールが成功または失敗したときはログを参照します。Summary.txtに実際に認識されたパラメータと成否の情報が記録されています。

以上が構成ファイルを使用したSQLServerのインストールの流れとなります。

4. [bookmark: _Toc122030380]サンプルスクリプトについて

構成ファイルを作っても結構注意点が多く、コマンドライン・インストーラー・構成ファイルの3つを矛盾なく設定する必要があります。

しかし、構成ファイルとパラメータを適切に設定することで、現場での作業を最小限にすることができます。作業ミスも防止するとともに、画面キャプチャを多用した面倒な手順書の作成やメンテナンスも最小限に抑えることができます。

ということで、実際に構成ファイルを編集していて躓いたり不便だったりしたポイントを補助するようなツールを作成してみました。

今回作成したサンプルスクリプトは、構成ファイルを共通で使用しやすいようにしました。主な機能は以下の通りです。


[bookmark: _Toc122030381]メディアのダウンロード
Express Edition の実行ファイル「SQL2019-SSEI-Expr.exe」のコマンドラインを使用して、ExpressCoreのメディアをダウンロードするサンプルバッチを用意しました。

@REM メディアのダウンロードをコマンドで実行するサンプルです。
@REM Microsoft(R) SQL Server(R) 2019 Express を以下のサイトから入手してバッチと同階層に配置してください。
@REM https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=101064
@REM オプションについては SQL2019-SSEI-Expr.exe /HELP を参照してください。

cd %~dp0
SQL2019-SSEI-Expr.exe /ACTION=Download MEDIAPATH=%~dp0 LANGUAGE=ja-JP MEDIATYPE=Core /QUIET

[bookmark: _Toc122030382]構成ファイルを作成できるウィザードを開くバッチ
@REM Express Edition の構成ファイルを作成するためのウィザードを起動するコマンドサンプルです。
@REM オプションについては SQLEXPR_x64_JPN.ex /HELP を参照してください。
cd %~dp0
SQLEXPR_x64_JPN.exe /UIMODE=Normal /ACTION=INSTALL


[bookmark: _Toc122030383]ダブルクリックでインストール実行できる
PowershellはExecutionPolicyの設定が必要です。事前に設定されていない場合はその分だけ手順が増えます。ミスをした時のフローなども考えないといけないので、バッチ化しました。

中身はほぼPowershellのスクリプトです。『Install_With_ConfigurationFile.ps1.bat』の拡張子をps1にすることでPowershellスクリプトとして実行/デバッグが可能です。
[bookmark: _Toc122030384]インストーラーを自動で選択
Setup.exe以外にもインストーラーがいくつかあるため、これらのいずれかで動作するようにしています。
対応する実行ファイル名を変えたい場合は『Install_With_ConfigurationFile.ps1.bat』の$SetupFileNames パラメータを編集してください。

現在はSQLServer2019の以下の実行ファイルに対応しています。Installerフォルダにこれらを含む資材を入れておけば、自動で選択して適切なパラメータで実行します。
Setup.exe
SQLEXPR_x64_JPN.exe
SQLEXPRADV_x64_JPN.exe
SQLServer2019-x64-JPN.exe

[bookmark: _Toc122030385]更新プログラムの自動オフラインインストール
SP_AND_CU というフォルダに更新プログラムを入れるだけで、自動的にこの更新を適用します。
[bookmark: _Toc122030386]構成ファイルと追加パラメーターの編集
既定で作成される構成ファイルには一部必要なパラメータが無かったり、排他となるようなパラメータがあります。今回はサイレントインストールに関係する部分限定ですが、それを解消する仕組みを実装しています。
パラメータの分解や新しい構成ファイルの作成など基本はできているので、今後不足する組み合わせが必要な場合は Configuration.ps1 のCreateCmdLinePram 関数を編集してください。
[bookmark: _Toc122030387]忘れがちなライセンス同意のパラメータ追加
ウィザードで同意しても構成ファイルに出力されない、IAcceptSQLServerLicenseTermsをインストールパラメータに追加します。

[bookmark: _Toc122030388]よくある構成ファイルとパラメータの矛盾解消
QUIET/QUIETSIMPLE使用時に構成ファイルからUIMODEを削除します。

構成ファイルとパラメータを合わせたときQUIET/QUIETSIMPLE両方がTRUEにならないよう調整します。

一部のインストーラーが構成ファイルのQUIET/QUIETSIMPLEを無視する問題に対応し、コマンドラインに対応するパラメータを追加します。

[bookmark: _Toc122030389]更新プログラムを提供した際に適切なパラメータを設定
インストーラーとともにSPやCUを配置すると、それに合わせて UPDATESOURCE パラメータを追加します。

[bookmark: _Toc122030390]構成ファイルに環境変数があった場合に変数を展開する
ドメイン名やコンピュータ名などの環境変数を構成ファイルから使用できるようにしました。

コマンドラインで指定しにくいような文字を使うときや、コンピューター名/ドメイン名を使用する、あらかじめインストール先に用意しておきたいといったケースを想定しています。

[bookmark: _Toc122030391]パスワードなど追加のパラメータを指定する機能(平文/暗号文)
パラメータを、テキストファイル(平文・暗号文)を入力として使用します。
暗号文がある場合、インストール時に共通のパスワードを入力することで展開して使用します。

SQLServerはインストール時に構成ファイルとパラメータ双方を検証し、同じパラメータがあった場合はパラメータを優先します。そのため、ライセンスキーやサービスアカウントのパスワードなどはパラメータで与えるケースがあります。

以下のようなシーンで利用を検討してください：
・インストールはできるだけ自動化したいが、パラメータの手打ちやコピペが必要
・セットアップ中、どれか一つでも誤ったパスワードを入れると失敗する
・設計書に平文でパスワードやライセンスキーを載せるのに抵抗がある
・データセンターに持ち込む可搬媒体に平文のパスワードを入れたくない
・証跡に、再現可能なインストーラーを残したい
・パスワード圧縮などのフリーソフトを極力入れたくない

[bookmark: _Toc122030392]サンプルスクリプトを使用した導入
インストールまでの流れは以下のようになります。


	#
	やること
	概要

	1. 
	メディアの準備
	ボリュームライセンスサイトやメディアをダウンロードする『SQL2019-SSEI-Expr.exe』などを入手し、実行します。

メディアがあれば、その中身を使用します。
Express EditionやEvaluate Edition を使用する場合はメディアのダウンロードを行います。

サンプル：『ExpressCoreメディアのダウンロード.bat』



	2. 
	インストーラーを指定のフォルダに格納
	インストーラーを一式は、サンプルの「Installer」フォルダに配置します。

サンプルは以下に対応しています。これら以外のExeを使用する場合は、バッチ内の「$SetupFileNames」を編集してください。
	メディア
	ファイル

	Express Advanced
	SQLEXPRADV_x64_JPN.exe

	Express Core
	SQLEXPR_x64_JPN.exe

	ISO(Evaluation)
	SQLServer2019-x64-JPN.iso の中身
(Setup.exe)

	CAB(Evaluation)
	SQLServer2019-x64-JPN.exe
SQLServer2019-x64-JPN.box
の二つ

	その他
	上記Exeを実行した際に出る「展開されたファイルのディレクトリの選択」画面で指定したフォルダの中身や、ボリュームライセンスサイト等で入手したメディアの中身




	3. 
	更新プログラムを指定のフォルダに格納
	必要に応じて、更新プログラムをサンプルの「SP_AND_CU」フォルダに配置します。

	4. 
	ConfigurationFile.ini を作成
	GUIを使用して構成ファイルを作成する場合、インストーラーをしかるべきパラメータで実行して作成します。

サンプル：『ExpressCoreの構成ファイル作成ウィザード.bat』

	5. 
	ConfigurationFile.ini を修正
	適用先の環境に合わせて、構成ファイルを修正します。
サンプルスクリプトは環境変数をサポートします。例えば「%COMPUTERNAME%」あるいは「%USERDOMAIN%」のように指定することで、各サーバー固有の値でも共通の構成ファイルを使用できます。

サンプル：『ConfigurationFile.ini』

	6. 
	パラメータの用意
	必要に応じて、インストーラーに追加で与えるパラメータを、テキストファイルに保存します。
パラメータ Arguments.txt を用意します。このパラメータは、プロダクトキーやアカウントのパスワードを含めることを想定しています。
ConfigurationFile.iniと違い、「%環境変数%」を展開しません。%記号で囲まれたパラメータを使う場合はこちらに含めます。

サンプル：『Arguments.txt』

	7. 
	パラメータの暗号化
	必要に応じて 「Encrypt_Arguments.ps1.bat」 を使用して Arguments.txt を暗号化します。

『Decrypt_Arguments.ps1.bat』で指定したパスワードで展開できることを確認します。キーボード配列が適用先と違う場合があるので、可能であれば確認は適用先端末で行います。うまくいけば エラーにならず、Original と Decrypt に同じ文字列が表示されます。

確認したら、Arguments.txt は削除してください。

サンプル：
『Encrypt_Arguments.ps1.bat』
『Decrypt_Arguments.ps1.bat』

	8. 
	資材をサーバーに配置
	適用先端末に資材をコピーします。

サンプルのTools配下と、作成したインストーラー、更新プログラム、Arguuments.txt/enc 、ConfigurationFile.iniをコピーします。

[image: ]

	9. 
	インストール
	『Install_With_ConfigurationFile.ps1.bat』を実行します。暗号化したパラメータがあればパスワードを入力します。
必要に応じてこの画面をキャプチャ等で証跡とします。

	10. 
	結果確認
	実行結果のテキストのパスが開きます。
結果を確認し、証跡として保存します。



[bookmark: _Toc122030393]補足情報
[bookmark: _Toc122030394]メディアのダウンロードもCUIで行いたい
ダウンローダーにあるコマンドラインでサポートしていることがあります。
例えばExpressEditionであれば SQL2019-SSEI-Expr.exe /HELP とすることで確認できます。

例として、以下の内容を含むバッチファイルをダウンローダーと同じパスに置いて実行するとExpress Coreのメディアを同フォルダにダウンロードしてくれます。

	cd %~dp0

	SQL2019-SSEI-Expr.exe /ACTION=Download MEDIAPATH=%~dp0 LANGUAGE=ja-JP MEDIATYPE=Core /QUIET



[image: ]

[bookmark: _Toc122030395]ExprssEditionで作った構成ファイルはその他のエディションで使える？ 
エディション固有のパラメータが無ければ、使用できます。
例えばEnableRNUやAddCurrentUserAsSQLAdmin はExpress でしか使用できません。

どのオプションがどのバージョンで使えるのか全部精査するのは大変なので、インストールに使用するものと同じエディションのメディアを使用するのが無難です。

試しにExpressで作った構成ファイルから上記2オプションをコメントアウトしてEvaluationのメディアを使用して導入してみたところ、Evaluation がインストールされました。
[bookmark: _Toc122030396]インストール結果、ログはどこ？
既定では以下のパスにあります。
C:\Program Files\Microsoft SQL Server\150\Setup Bootstrap\Log

SQL Server セットアップでは、既定では、 % programfiles% \ Microsoft SQL Server \nnn\Setup Bootstrap\Log内の日付と時刻のスタンプが付いたフォルダにログファイルが作成されます。 nnnは、インストールされている SQL のバージョンに対応する数字です。 タイムスタンプ付きのログ フォルダの名前形式は YYYYMMDD_hhmmss です。 セットアップを自動モードで実行した場合は、%temp%\sqlsetup*.log 内にログが作成されます。 Log フォルダ内のすべてのファイルは、それぞれのログフォルダー内の Log * .cab ファイルにアーカイブされます。

SQL Server セットアップ ログ ファイルの表示と読み取り
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/database-engine/install-windows/view-and-read-sql-server-setup-log-files?view=sql-server-ver16

[bookmark: _Toc122030397]既に構築した環境がある。この環境の構成ファイルは作れる？
ログフォルダの yyyyMMdd_hhmmss に、使用されたConfigurationFile.ini が保存されているためこれを使用します。

なおこれは/ConfigurationFile パラメータで指定されたオリジナルと一致するものではなく、同時指定されたパラメータなどによって変化していることがあります。

[bookmark: _Toc122030398]「製品の更新プログラム」に更新プログラムがあった場合、この更新プログラムも自動で入る？
EXEがあるならあらかじめDLして起きインストール時に指定します。
/UpdateEnabled=1 /UpdateSource="サービスパック等のパス"

ネットからDLするなら /IACCEPTSQLSERVERLICENSETERMS らしい。チェックを入れたらiniにTRUEが入る？
[bookmark: _Toc122030399]ReportingServicesが役割にないけど、どこ？
Webからダウンロードするようになりました。
Download Microsoft SQL Server 2017 Reporting Services from Official Microsoft Download Center

[bookmark: _Toc122030400]文字コードについて
構成ファイルや証跡の文字コードについて。
公式情報が見当たらないので実際に確認できた限りの情報です。

	ファイル
	文字コード

	ConfigurationFile.ini
	Unicode(UTF16)

	Summary.txt
	UTF8(BOMなし)

	バッチファイル
	SJIS,Default



[bookmark: _Toc122030401]0x858C001Cエラーで失敗する
構成ファイルから「UIMode」をコメントアウトせずにサイレントインストールを実行している可能性があります。

[bookmark: _Toc122030402]0x851A0006 エラーで失敗する
指定したユーザーがインストール先に存在しない場合、このエラーになります。
ユーザー名やドメイン名、コンピュータ名が間違っている場合は修正します。
WORKGROUP環境で構成ファイルを作成した場合、ローカルユーザを指定する際に既定ではコンピュータ名が入ります。その場合はコンピュータ名を削除することで、インストールした環境のローカルアカウントを暗黙的に指定することができます。

[bookmark: _Toc122030403]参考資料
SQL Server をインストール ウィザードからインストールする (セットアップ)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/sql/database-engine/install-windows/install-sql-server-from-the-installation-wizard-setup?view=sql-server-ver16
[bookmark: _Toc122030404]更新履歴
	更新日
	内容

	2022/12/19
	新規作成

	
	

	
	



[bookmark: _GoBack]
インストーラの入手
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構成ファイルの編集


コマンドパラメータの用意


導入







インストーラの入手


ウィザードで構成ファイル作成


構成ファイルの編集


コマンドパラメータの用意


導入







インストーラの入手


ウィザードで構成ファイル作成


構成ファイルの編集


コマンドパラメータの用意


導入







インストーラの入手


ウィザードで構成ファイル作成


構成ファイルの編集


コマンドパラメータの用意


導入







インストーラの入手


ウィザードで構成ファイル作成


構成ファイルの編集


コマンドパラメータの用意


導入










image1.png
icrosoft | 5Y0-F Y5~ windous  Offce ERCIE TN

IE 11 (£ 2022 4F 6 A 15 HICEELL
-1 <€ Inernes Explrer (5) ISEERIL. &

icrosoft Edge TRkt >

Microsoft® SQL Server® 2019 Express

EEERTBL. TOR-IOTATOISF > YHBRULSECEEENET.

BaE v





image2.png
SQL Server 2019

Express Edition
VANV OEEEEVET:

E-=N(:)

BEEQRO SOL Server -5
R-A LY IVBEE(VAMLT
3ICi3. EFO1VAM-LOESE
EUET.

NAYL(Q)

SQL Server 1Y =)V 914-FD
EFIBERTL. /VAM-NTET
OY5LEEFICR, NATLOAIR
MLOBEEEUET. 201V
MIOBERFELOT. B
YAM-NERTTS BSY LR
BYET .

SQL Server (4, #BOM_LOLH. 1YAM-I) TTANYTYAPEOBOBBRKRL/IA-TVA F-ILONTOEEE Microsot [SEELET. 7-5

BT/~ ERIONTORORR Y, (VA VR OBROREEENII Bl RETERF AL R0k

15220454902





image3.png
SQL Server 2019
Express Edition
SQL Server 1Y AM-5-0FIYO-FEIEET S

SZ0ER
= 3

EOIyT-TESIIO-FLESI?

@  Express Core (260 MB)
SQL Server TV IY0#

O Express Advanced (803 MB)
SQL Server T¥JV, I 5¥Ak #-¥'Z, Reporting Services

O LocalDB (53 MB)

FRIOTOY T3V #EEERA Iz Express Edition OB AR, L1~ E-FTRTEET,

&Ll Microsoft Azure Portal [-P7ALT. SQL Server €759 K- FOF 3= L&s
F9/0-FOSHOER =

C¥Users¥AdminUser¥Downloads 8@

BLa0

<EAE®)

F9v0-FO

15220454902




image4.png
SQL Server 2019
Express Edition
FUY0-FICEMLELE,

B3 7405-288C

BLa0

15220454902




image5.png
Windows PowerShell

HLWIAR TSy b 74 —hO PorerShel | EHHL L S https://aka.ns/pscoref
PS C:#llsers¥hdninlser> /UTHODE=Nornal /ACTION=INSTALL.




image6.png
EENLTANOTALINOER x

RRENEIPN0F (LD MO





image7.png
W sQL Server 2019 #1757 - o x
7059k %-

AVAR-JVFS SQL Server 2019 DTF YV EEELAT.

EHINTID 25 XFOF-EAAILT, SQL Server
SQL Server ) SEQTF173Y (Developer, Evaluation.

F059k - Microsoft Certicate of Authenticity
2019 IOV ATVARREELTCREN,

FeasE Eupress) B85 30L5TERS. SOL Semver 1547 Ty ERENTUOEI(, Evslustion (13 SQL Server
7a-100 - ORENBES(SINTHY. 180 EROFMWRAE ETFJ747 fL3NET. Developer I71Y3Y LAHHE
Microsof Update G, SENSREL Bvluation LALTI A, FEERRTDT—INA 7IU7-33Y BREH CRY5(
e VK ENES . AVAMNEN TS TF V3V RRRIOTF VY P9I Tu~K S Btk TF 3y 7977
= V=R o1 F-FREALT¢RER.
INTT File OAVAR-I
ERAAD © SROIF TV ERETIS:
BEOER
Express <
-l
) O J057h $-EANF3(E:
(VAR NOETRR
=7

<F2(B) RN > ot





image8.png
AVRTVAOEER
Y-I-0mR
F-IR-ATITVORER
-l
AVRN-NOETHR

=T





image9.png
BEOER
-l
-l
AVA-NOERET
AVRN-NOETHR

=T




image10.png
W sQL Server 2019 #1757

JoyI -

AVAR-JVFS SQL Server 2019 DTF YV EEELAT.

Tk H-
SEVASE
Ja-/00 -
Microsoft Update
HEOEFIOI5h
9h797 File DAVAM-IL
AVRR=I I
BEOER
-l
-l
AVA-NOERET
AVRN-NOETHR

=7

Microsoft Certficate of Authenticity EHINTID 25 XFOF-EAAILT, SQL Server
2019 OZOAVATYATREL TR, SQL Server ) SEQTF173Y (Developer, Evaluation.
Express) BT SILETEST. SQL Sever Y57 ToIERINTNILIL, Evaluation (2[5 SQL Server
OREARES(EZNTHY, 180 BEOEHBREET I747 {LEN3T. Developer T713Y RN
BABC SENDWENE Evalustion LALTI A, EEERETOF-IN-R 777 -3V BREA RYS1
VAN HEENET . AR ENTOITF YAV ASRINTF 123V LTy IV—F 3 Bl TFVaY 7977
V=R 9 ¥ -REZFLTGEN.

© SEOIFYVEREIIG:

Express <

O 7057k +-EANTHE:

<F2(B) RN > ot





image11.png
W sQL Server 2019 #1757

512V 2%R

SQL Server 2019 FAYAR-IVF Blcla, YATOYTR YINITP 51 bYARRFR I SBEHBYET.

FOFIh%-
SAEVAEE
Ja-/00 -
Microsoft Update
HEOEFIOI5h
9h797 File DAVAM-IL
AVAR=I I
BEOER
-l
-l
1A-IOEERT
AVA-NOEFHRT
=7

RAVAUTE UIEI 27 SACURRE
IMICROSOFT SQL SERVER 2019 EXPRESS

ESAUARTEIT . HEHES Microsoft Corporation @ /o3 #IISAHO BN 14#) & DR TEE
BLET RS- AREIF . LRORIID 7, BLUTAOOUIOY —HREIS VI
TEHIOTSLICHASNE T (L. CE0Y L 2EIERIOTSLICHLLREL T
13BN EAMTBL TV 2EE1S . BEERLEORBLEFR (Rl TRASN. EHEOUIFI
FEIY 2RI REERE /S v VOV OHEFII ER SN BA) K EVARE
EETIDEERALL T, SFHEICE U TFORAGSEEINE . KU 7 HER T
BLEICLY. SEEI RS ZRBIRBEINIOOLLE T RS URRBICRES
NGELEE KU 7 FHEAT RIS TEL PAL

EEGTE: BIEI0) T —Ua20 SQL Server [CH I B A#EH . KU THD 7 SOL Server
(2019 SUHIO) SQL Server (. % H—tHBOLThHOIF a0 ERFEOLThLOT

5 =]
-0 =
(U AARERABLET (): Ty (B52ER
SQL Server T3, BBOBEALEEENELT, (VAM-IRFELESSERL, BORBRRBLL/I1-Y/A

0F-5E Microsoft [CEELET. 7-SRBLT5/(I-ERLETSRAL. (VAN RO BRORSES
FFDHECONTI FELAVE BT BT,

<E3B RN > ot





image12.png
T SQL Server 2019 b7y T - o X

Microsoft Update
Microsoft Update AL TEELEFHJO/SLEEETD

Z= Microsoft Update 3. Windows & SQL Server 2019 EEBIZA0 Microsoft Y I 7 D525 B
SEUASE 0754 Pi0BESEH T0/5hERELST. ERT0I54E. BHERERETH. Microsoit
2010 b Update Web 4 NCF7ALTRRE S 3L LA Ta4T.

D [ Microsoft Update ZERLTEHTOISLEEESS (H£2)M)

REOEFIOI5h

INTT File OAVAR-I Microsoft Update ) FAQ

VAR D=l Microsoft Update 0754)(y- (- S 35

BEOER

-l

)

AA-NOEEET

AVAR-NOETHE

=7

<@ RN > ot





image13.png
W sQL Server 2019 #1757 - o x

HROBHIOI5A
SQL Server D1 F2UF 2/ IA-YUABIRILT S0, &IBFOBHIOISLE VAL,

pLtZIS S @ 7V5UTIA SQL Sever OEFFOIShH ROBYERATLE.
SEVASE

Ja-/00 -

Microsoft Update
HROBHTOI5A
9h797 File DAVAM-IL
AVRR=I I
BEOER

-l

-l
AVA-NOERET
AVRN-NOETHR

=7

BERQ

<@ RN > ot





image14.png
 SQU Sewver 2010 k7o T - o x

VAR b=l

HIRTITON-IV TR £yhFIT ORTH R T TR A5 MBENELST. b FITERTI SN T-EHELT
BUEHBYRT.

AVAR=I -l BEARTLELE. M3 3 KK 0. B 1. 2597 0.
B ]
mEl-L
AV ADER EEOFRR(Y << E=TR
AL FETEEVES I
F-IR-R LYIVOER
maEEsl-) &R = e
AVAM-IDERRET @ |sQLsever LYRM -0Z& 0BT B
AVAM-NDETR @  |Iv2-5-FMY k-5 B
=7 A | Windows 7747911 =2
@ |7oTIV-FBEUSAE I S/ FEST-FIDRD0 SQL 2019 0... | £28

<F3(6) RN > ot





image15.png
T SQL Server 2019 b7y T - o X
HWEEOER
VRIS Express BEERALES.
VAR D=l
e @ Reporting Sevices SERLTIN  Web A25Y0-K 35
-l L BEORE:
RIS QL Server {YA5YAD VAT AREER. B ~
Y10 F-IN-ALYIY $-ER LRI, (60 SQL Server {ATYAEES
F-IR-R LYIVOER SQL Server LTYT-v3y RSNTVET. SQL Server DERDIVITY v
mEERL-) RERE ERLERECEEEIVR-2YNE):
g = SQLI5{PYNER SK
AA-NOEEET ERETEEE EZ e ~
LA NOEFRE Windows PowerShell 30orhigher v
< >
=7
BEEFAVRED
F517 C: 1003 MB . 3150 MB ERE T8

IRTERW) | | IRTERRRL)

AIREYZ b FALINIR: [¥Program Files¥Microsoft SQL Servert |
FEREFUING: [c#program FilestMicrosoft sQL servert ]
EEREFAIN (SN [c#program Files (xes)#Microsoft SQL Servert ]

<@ RN > ot





image16.png
€ 13 x¥Program Files¥Microsoft SQL Server¥ (3, EEANL 5 TOBHB LB A.





image17.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

AV IADHER
SQL Server {YATYADERMBEIAIATYR ID HHEELET. AVA5VA D 3. AVAM-I [RO—BIBYET.

AAB-W LN OBEOMIAYAD
il © £HHE(RIVAR) [slEspress
P
AVRTIADER
$-I-0ER AV D: [saLexeress
F-5R-ATITIORR
L)
AVAMNDERRT SQL Server FAL7M: ‘C:¥Program Files¥Microsoft SQL Server¥MSSQL15.SQLEXPRESS
1’;"’ rosmE AR FBOAIATIAL:
) 4255210 £ o

<@ RN > ot





image18.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

Y-I-ORER
€2 PHOYNBARF OBREERELLT.

VAR D=l (FEAFOIE] mems
BEOER o

o £ SQL Server §-EAILE14 OF NIVNERRT SLEEBEILET (M)

AVATIAOER $-£2 THIVE 129-F 25-+7s70ES
Raisol 4 SQL Server F-FR-R IVUY NT Service¥MSSQLSSQL... EE] v
F-IR-A IVIVOER SQL Server Browser NT AUTHORITY¥LOCAL ... =2 v
)

(A NOERET [C15QL Server 7-5A-2 Ty5Y $-£IUa-h XVFFVA SAIERITISRIEEH 533@
AVAR-NOETHE ZOWER, 75 K-IOREORNEEETALEL TV ORBNBLERNILET. Inik

algant

VYFIEABHT SO, FEOBROBAITRIEABYET.

=7

<@ RN > ot





image19.png
& ¥R 'SQLSERVERAGENT [ZEESNETFAYY h 'domain¥agent’ BFELEEA. Z0¥-CALEF.
() SQL Sever $-FAERLLSBERHSH TS BFF 3l SQL Server §-EAIAHBT NIV b





image20.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

Y-I-ORER
€2 PHOYNBARF OBREERELLT.

VAR D=l -pa Tk (EEEE
BEOBR o .

wEl-) F-HN-2 TVIUD:

1YREIADER [1apanese_cias ]| n2534%(0-.
A Japanese. KXFLAXFEEFILE. FIEYMERRS 5. ABEERILED. XTF
F-IN-RTITVORA BERRILED

)

AA-NOEEET

AVAR-NOETHE

=7

<@ RN > ot





image21.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

F-9R-2 IVIIOBE

FHN-Z TYFYOBAEFUF1 T-F EBE, 7-5 F1LIR. TempDB, HFLE OB ARE. XTUDHIR, Filestream
DEEEFEELAT.

AVRRW I $-KORE 75 FAUIN TempDB AU | 1-F-{ASYR FILESTREAM
2027 IR

i FONR IVSIOBEE FesERETRRLST.

AVRTIADER EFER

s, © Windows EEE-K)

?JM?IW O B&T-F (SQL Server BEEE Windows EEM

[ 27K (SQL Server EEEY Windows EE(M)

(A NOEEET SQL Server OYAFLEEE () P79V POIAT-FERELES.
P P

=7

JAT-FOREATO:

SQL Senver EEE OEE

SQL Server OEBELM, 7R~
ATV IZRIROTI LR
1BH5UET.

FEOI-F-0RMO | | BMA).. || BERE)

<@ RN > ot





image22.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

F-9R-2 IVIIOBE

FHN-Z TYFYOBAEFUF1 T-F EBE, 7-5 F1LIR. TempDB, HFLE OB ARE. XTUDHIR, Filestream
DEEEFEELAT.

VAR D=l H-/(-0ER T5FLIM TempDB XEY | 1-F-{VAIYA FILESTREAM

BEOER

o 525 ek SO [CoProgram Flesiicrosoft SQL Severd ]
AYR5VADRER IAFH F-HN-R FILINIS:  CH¥Program FileséMicrosoft SOL

it Server¥IMSSQL15.SQLEXPRESS¥MSSQL¥Data

F-IR-Z IVIVOER -~ F-5R-Z FALIHUU:  [C¥Program Files¥Microsoft SQL ServersMSSQL1S.SQLEXPI]
)

P, 25— F-SN-207 47h1): [GHProgram FlestWicrosof SQL SevertMSSGL 5 SQLEP]
AVAM-OETHRE KoTTyT FALIRIK): [c#program FilestMicrosoft SQL Server¢MssQL15.SQLEXPI|
=7

<@ RN > ot





image23.png
W sQL Server 2019 #1757 - o
F-9R-2 IVIIOBE
F-5N-R TYTYOBRLF2U7( E-F, EBE, 75 71U TempDB, HFVE ORARE. XEYOSIR, Filestream
DEEEEELES.
AZZN -l H-/(-OmR F-HFIM TempDB XEY | 1-¥-(JAFYR FILESTREAM
BEOER _
P TempDB -5 J74)l: tempdb.mdf
AVATIAOER TPA VOB i &
H-r(-0ma =
aEHAme: | S| mEmsA0as (M8)
F-R-R TYI VO e - (e
[ smEE Mem: (¢ 5] samEostt Me:
AA-NOEEET 75 FALINIO): T
AVAR-NOETHE
=7 BIRR)
< >
TempDB 07 J74)l:  templog.df
AWHAMBS:  ° B IEHIERENE bhTT BB AH SNBSS,
ssEmBG: (¢ [
07 FUIRJL):  [G¥Program Files¥Microsoft SQL Server¥MSSQL1S SQLEXPRES|

<@ RN > ot





image24.png
W sQL Server 2019 #1757

F-9R-2 IVIIOBE

FHN-Z TYFYOBAEFUF1 T-F EBE, 7-5 F1LIR. TempDB, HFLE OB ARE. XTUDHIR, Filestream

DEEEFEELAT.

AVRR=I I
BEOER

-l
AVRTVAOEER
Y-I-0mR
F-IR-RIIIIOE
-l
AVA-NOERET
AVRN-NOETHR

=7

H-/-0BB F-FFUIN TempDB ATU  1-F-{YAFYR FILESTREAM

SQL Server FERTREYATL UY-ACEINT, XEUBHEBHNEE TET. LHL. Y7V k>
TR B Y=/~ AEULBRY~/(~ XTUDLTNASEETES EEELT, SQL Server Memory
Manager TERTE320/ V25X DAEUDREE (M8 R11T) Ba TE43.

O =R @=HED)
BY-/(- XEY (MB)(M): 0 |
BAY-/(- XEY MB)X: 128

* BFIATOSEIM L, Setip TOV STIT /SOUNMEORY, Bkl SOLMAXVENORY /T4~
8 _ERAL ORI R AW e 3T AMRELT S B9 PrT TR ikt

BEICONTE, $=)(- XFUQY-/CBRA Ty FBRLTRN.

<@ RN > ot





image25.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

F-9R-2 IVIIOBE

FHN-Z TYFYOBAEFUF1 T-F EBE, 7-5 F1LIR. TempDB, HFLE OB ARE. XTUDHIR, Filestream
DEEEFEELAT.

AVARN -l Y-/(-OER 75 FALIN TempDB XEY  I-F-AYZFYX FILESTREAM

BEOER

P ERERERO TGN 1Y —H7-IA-2 TyIVDBBI0 ATV ARRITCESHEINE HELET.
AV ADER
H-/-0Es
F-R-R TYI VO
)
AA-NOEEET
AVAR-NOETHE

=7

1-H-BF-5R-2

DERI0AIATIAEETTEDW)

<@ RN > ot





image26.png
W sQL Server 2019 #1757 - o

F-9R-2 IVIIOBE

FHN-Z TYFYOBAEFUF1 T-F EBE, 7-5 F1LIR. TempDB, HFLE OB ARE. XTUDHIR, Filestream
DEEEFEELAT.

CUHIAL Y-K-0mA F-5FAVIN) TempDB XEY  1-F-{YAFYR FILESTREAM
BEOER

sl [ Transact-SQL P74A (23 LT FILESTREAM &&3(-3 3(E)

AV ADER

H-/-0Es

F-HR-R TIIYOBH Windows #&&(W): | SQLEXPRESS

maEEsl-)

AVAM-IDERRET

AVAM-NDETR

=7

<@ RN > ot





image27.png
8 SQL Server 2019 94757

AVAM-NOERTT
AVAM-IENS SQL Server 2019 DREEFELLT.

VAR D=l 5O Server 2019 BAVAN-LF BEERT:
BEOER
-l
AV ADER TIY3Y: Install (REOEFHTOI5L)
P, o PEEIAM-AIE
FINAT0ER S —
EEE B AFTHSATAMI
AVAM-IOEERT Microsoft Visual C+-+ 2017 BB 182/ 77
AVAR-NOETHE
=7
QL 751 PYNER SOK
Alfeatures WithDefaults
B 1YRFVADER

AYRTYAE: SQLEXPRESS
AYRFYAID: SQLEXPRESS
£ AVAFIRID

<

ERIFALOIZ:

<@





image28.png
[11 [ [ = | 20220810 151637 o X
Bl - = == - @
€ v 4 [« tog > 2000810151637 » Vol | o memosemss
$v0F A oz - swEn &a #4%
S Eoried [ resources 2022/08/10 15118 TP IS
FEh |&] ConfigurationFile.ni 2022/08/10 15:25 BRSE 10K8]
=% Detailoxt 2022/08/10 15116 FEAR DN o8
Detail_Local.txt 2022/08/10 15:19. FERR FFXVR oks
SqiSupport_Cpuéd._Llog 2022/08/10 15:19 FEAR FE2XUR 4823KB.
@ SystemConfigurationCheck Reporthim  2022/06/10 15:25 Microsoft Edge H... s

-7 F1R7 (€
A suinin 9

GEQEE 1 EOESEER 978KB

EH=




image29.png
) ConfigurationFile.ni - XE#& - o X

TUD BEEO SR FRW AIH)
SOL Server 2019 Conf iguration File
OPTIONS]

3 SIS A—R—FEHEEL. Microsoft Python =7 VB & U Microsoft Python £ —/ i—MFEMEEET 2. F
TACCEPTPYTHONL ICENSETERMS="False”

3 INSTALL. UNINSTALL. UPGRADE 7d&@izy b7 v 7 D=2 70—FEELET., CHIIWED/ 15 4A—R—TF.
ACTION="Install”

P By FTy T O-LEBSD UDBESNIERT SOL Server FA VAR —LLET .

ROLE IFeatures_WithDefaults”

3 COTA—R—FEEEL. Microsoft R 4 —F VB LU Microsoft R ¥ — i—ORHEFET 2&. FRHRH
TACCEPTROPENL ICENSETERMS="False”

P ARVE SAVDSERITT BRI, SIL Server By b7y IHTS4 10— (LT 2EAERTLIEL L DICHSE!
SUPPRESSPRIVACYSTATEMENTNOTICE="False”

5 B=A74 RO Windows A XL —F 1 VF VAT L
ENU="False”

< >
155,190 100%  Windows (CRLF)  UTF-16LE

SERRGY SOL Server EA VA —)LTRIZE. /AN /IS





image30.png
SQL Server 2019 #1R75 7

SQLserver 9k PYTER T 9B
R1EDUDLES,

0] £2Y9ILET. SQL Server 9 b PY R

L 00

3 Xot-30IE- LOZ0)





image31.png
Copyright (c) 2019 Microsoft. All rights reserved. ~

S0L Server 2019 Tid, A VA —)LIRFCRAT 218RE . OERINRE/ 174 —< VAMT =R % Microsoft (A
Server 2019 DF—RINBE TS5/ —EB(RT 25T T 1/10—CRAT 20 B A,

Setup.exe /[optionl=lvaluel /option]=[valuel .

Fw e A
ACTION INSTALL UNINSTALL. UPGRADE 73Dy b7 v T
—OJO-FEELET, CHDWED IS A—8—TT,
ADDCURRENTUSERASSOLADMIN iﬁfﬂ)l +f —% %30L_PRODUCT SHORT NAME% Express M7 —8~X—2
IV VAT LEBES LTERLET.,
— %1TL(§’/R?L\ FHSY f

L. RaoOmEeE EE@TTET, siL

AGTDOMA INGROUP FAA 23—

AGTSYCACCOUNT FAA Y 2= —BF @V AFL THD Y

AGTSYCPASSHORD. FAA 32— %@/\X’j* Ko VAT L "7]")/ FOBERTETT .

AGTSYCSTARTUPTYPE SOL Server T—Yz k-

P — H—E2D2E— 7 v JOWEE, Y- IhTOAEL F8. 88, TY.
TARTDA VARV AEE Y b7y HRECEDDCEFEELET. oS A2 —DR—F3hand EET0J5

LOBEREOHTT, -

ASBACKUPDIR Analysis Services Qiy 7y 7 77 A LOBFH.

ASCOLLATION Analysis Services TEMENA E”Amér

ASCONFIGDIR Analysis Services OBRY% 7 71 LB,

ASDATADIR Analysis Services D7 =% 77 ; A LD,

ASLOGDIR Analysis Services MO 77 A JLOEPH

ASPROVIDERMSOLAP MSOLAP 701\ H—h T B2 T=fTeleeh & S EEELET,

ASSERVERMODE Analysis Services A VAR VAMY —11— E—FHBELEZ T, ARIMER
MULTIDIMENSIONAL & TABULAR T3, BERE(E(Z TABULAR CTT,

ASSVCACCOUNT hnalysis Services H—E ZHMERT BT AD U -,

| ASSYCPASSWORD tnalvsic Services HT—F2 PHY KO iAT— 1, v




image32.png
Installer

[ scripts

[} sPAND_CU

[ zoteyv7n

] Arguments.ixt

[E] ArgumentsEE S 3 3.psi.bat

[Z] ArgumentsE{E S 3.pst.bat

1] ConfigurationFile.ini

=] ConfigurationFileE BT YAR-V33.pst.bat





image33.png
Microsoft (R) SUL Server - VA F—5— ~
Copyright (c) 2019 Microsoft. All rights reserved.

AF PESIUA—FLTLET ...
[ttt 1, 20%
Ty b7y T TrALERDO-FLTOET ... 53.821 MB / 260.644 MB 47.366 Mbps




image34.png
Trusted Global Innovator




